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 約 10年間にわたって子豚の下痢症及び死産が

継続していた管内養豚場について調査を行った

結果、両者の発生に関連が疑われ、その共通原

因に対処することにより下痢症による死亡と死

産の双方を減少させることができたため、その

概要を報告する。 

 

１ 発生状況 

農場概要：母豚 97頭規模の一貫経営農場。豚舎

はいずれも開放式であり、分娩舎と離乳舎が一

体となっていた。 

（１）下痢症：約８年前から離乳豚で継続的に

発生し、便の性状は泥状便、水様便、血便など

多様であった。また、発症豚の死亡が相次ぎ、

多いときは群の３割の子豚が死亡した。死亡し

なかった個体についても、発育不良となり肥育

舎への移動後に死亡する個体が多く、治療によ

り多少の改善はあるものの、治癒しない場合や

再発する場合も多かった。 

（２）死産：約 10年前から、季節や産歴を問わ

ず継続的に白子の娩出が多発していた。母豚の

約８割で発生しており、産子のうちの白子の数

は３割程度から多い場合は半数に及んでいた。 

これらの症状が見られていた期間、畜主は表

－１に示す投薬方法等を工夫しながら、自力で

対策を行っていた。しかし状況は改善せず、原

因究明のため病性鑑定を実施することとなっ

た。令和４年４月に実施した下痢症の病性鑑定

では、クリプトスポリジウム症と診断された。

さらに、同年４月に実施した死産の病性鑑定、

５月及び６月に実施した下痢症の病性鑑定及び

農場内病原体調査が状況改善につながったた

め、詳細を後述する。 

 

２ 原因調査 

（１）下痢症：分娩・離乳舎で下痢を呈した２

群の死亡豚３頭（27日齢２頭、35日齢１頭）の

病性鑑定を実施した。剖検で空回腸漿膜面の水

腫及び菲薄化が認められた。病理組織検査では

小腸絨毛の萎縮が認められ、ウイルス検査では A

及び C 群ロタウイルス遺伝子が検出されたほ

か、細菌検査では、腸間膜リンパ節からの大腸

菌の分離と小腸内での大腸菌の増数が認めら

れ、毒素（LT、STa、STb、Stx2e）産生性と定着

因子（F18）遺伝子が検出された。分離された大

腸菌は 10薬剤に耐性を示した（表－２）。以上

から、豚ロタウイルス病及び豚大腸菌症の混合

感染症と診断された。  

 



 

（２）死産：２腹の白子３頭について病性鑑定

を実施した。病理組織検査で肝臓の水腫性変性、

臍帯の出血及び壊死性血管炎が認められ、細菌

検査では、子豚の肺、肝臓、臍帯及び胎盤から

大腸菌が分離された（表－３）。以上から、大

腸菌の胎内感染による死産と診断された。 

 

 

（３）農場内病原体調査：糞便をステージ別に

採取し、下痢原性病原体９種（ロタウイルス４

種、アデノウイルス、サルモネラ、豚赤痢、豚

増殖性腸炎、結腸スピロヘータ）について検索

した結果、30～150日齢の複数ステージで A、B、

C及びH群ロタウイルス遺伝子が検出された（表

－４）。 

 

 

３ 発生原因の検討 

検査成績から、下痢と死産の原因について分

析を行った（図－１）。 

まず、農場内を広く汚染するロタウイルスが

分娩・離乳舎にも常在化し、移行抗体の切れた

離乳豚に感染して下痢を発症していたと推察さ

れた。ロタウイルスは、小腸絨毛を損傷して大

腸菌の小腸内での定着を促進することが報告さ

れており[１]、これにより誘発された豚大腸菌症

が、最終的に子豚の発育不良や死亡を引き起こ

していたと考えられた。 

長年の下痢対策で多くの薬剤を使用してきた

ことが多剤耐性化を引き起こし、難治性となっ

たことで発生の長期化につながったと考えられ

た。また、ペニシリン系薬剤やサルファ剤の継

続使用は浮腫病発生のリスク要因となりうるこ

とが報告されており[２]、子豚の死亡の一因とな

っていたことが疑われた。 

さらに、離乳豚房で大腸菌による下痢が継続

的に発生することで、分娩・離乳舎の汚染度が

高くなり、分娩豚房の母豚にも感染し、死産発

生につながっていたと考えられた。 

 

 

４ 対策と効果 

下痢と死産の共通原因と考えられた豚大腸菌

症の対策を優先的に行うこととした。 

（１）下痢症対策 

亜鉛と有効薬剤を投与するとともに、薬剤耐

性菌の発生防止のため予防的に投与する薬を減

らすよう指導し、最終的にドキシサイクリンと

タイロシンのみを使用することとした。併せて、

浮腫病発生のリスク低減のため、ペニシリンと

ST合剤の使用を中止した。 

次に、大腸菌、ロタウイルス等の環境中の病

原体濃度を低減するため、分娩・離乳舎の毎日

の洗浄・消毒と豚舎出入り時の長靴の履き替え

を徹底した。また、過去にクリプトスポリジウ

ム症の発生も見られていたことから、飲用水の

消毒も行った。 

この結果、指導から約２週間で重篤な下痢の

発生はなくなり、下痢による子豚の死亡は見ら

れなくなった。 

（２）死産対策 

母豚が大腸菌に感染することを防ぐため、清



 

掃・消毒・乾燥の徹底と、分娩・離乳舎に移動

した母豚への有効薬剤投与を指導し、母豚にコ

リスチンを投与することとなった。 

この結果、対策から約３週間後には、産子の

３～５割でみられた白子の発生数が１腹あたり

１頭程度にまで減少した。 

 

５ まとめ 

病性鑑定と農場調査の結果から、子豚の下痢

症と死産は分娩・離乳舎における病原体の常在

化が原因と考えられた。過去の発生状況から下

痢の原因は複数あったと考えられるが、特に離

乳豚房で継続的に発生していた豚大腸菌症の影

響が大きいと考え、大腸菌対策を行うとともに、

環境中の病原体の低減対策を実施した。この結

果、10 年間続いた被害を２か月間で終息させる

ことができた。 

当該農場ではこれまでの対応の過程で多くの

抗菌薬を使用していたが、これにより薬剤耐性

菌が出現し、かえって対策を困難にしてしまっ

ていたと考えられた。今後同様な事例の発生を

防ぐため、抗菌薬の慎重かつ適切な使用法につ

いて、他の生産者も含めて改めて注意喚起を行

いたい。 
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